
第
十
四
回
全
国
棚
田[
千
枚
田]

サ
ミ
ッ

ト
事
業
計
画 

 

山
肌
に
棚
の
よ
う
に
重
な
り
、
そ
の
曲

線
美
を
見
せ
る
四
季
折
々
の
棚
田
景
観

の
美
し
さ
は
、
日
本
の
原
風
景
と
し
て
日

本
人
の
心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
棚
田
は
、
経

済
効
率
重
視
や
担
い
手
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
荒
廃
化
が
進
み
、
今
や
存
亡
の
危

機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
多
く
の
賛
同

が
集
い
、
棚
田
を
守
り
後
世
に
残
し
て 

者

                  

い
こ
う
と
す
る
動
き
が
着
実
に
大
き
な

輪
と
な
っ
て
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
国
の
棚
田(

千
枚
田)

を
有
す

る
市
町
村
、
棚
田
保
全
に
取
り
組
む
団

体
・
個
人
が
一
堂
に
会
し
、
環
境
保
全
や

生
産
の
場
と
し
て
の
水
田
、
文
化
遺
産
と

し
て
の
棚
田
保
全
の
意
義
や
必
要
性
を

互
い
に
理
解
し
あ
い
、
都
市
住
民
な
ど
多

く
の
国
民
の
理
解
と
合
意
を
得
て
、
本
格

的
な
中
山
間
地
域
の
維
持
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
第
十
四
回
全
国
棚
田(

千
枚

)

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

田

                

                   

市
側
か
ら
提
出
さ
れ
た 

新
年
度
予
算
概
要 

二
月
二
十
四
日
発
行
の
「
週
刊
鳳
来
民
報
」

新
年
度
予
算
特
集
号
に

と 

よ
る

[

一
般
会
計
歳
出
の
部]

 

１ 

自
然
環
境
の
保
全
と
共
生
の
ま

ち
づ
く
り 

(

１)

地
域
資
源
の
把
握 

 

本
市
の
貴
重
な
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ

る
千
枚
田
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
農
地
環

境
保
全
の
一
環
と
し
て
地
域
保
存
会
と

と
も
に
行
っ
て
い
く
。 

(

２)

自
然
環
境
の
保
全
・
共
生
・
活
用 

 

全
国
棚
田
連
絡
協
議
会
主
催
の
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
は
、
山
村
の
原
風
景

で
あ
る
「
棚
田
」
を
持
つ
他
の
地
域
と
の

交
流
を
図
る
目
的
か
ら
、
地
元
保
存
会
を

主
体
と
し
て
継

て
い
く
。(

原
文) 

続
し

･
･
･

と
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

棚
田
の
百
姓
や
地
域
住
民
は
こ
の
予

算
案
を
見
て
、
市
議
会
議
員
の
先
生
方
、

市
長
さ
ん
、
市
行
政
の
皆
さ
ん
が
文
化
的

遺
産
、「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
地
域
資
源
、

自
然
環
境
の
保
全
等
に
深
く
考
え
て
い

て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
千
枚
田
の
保
全
に
、
よ
り
一
層
、

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

            

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 

 
 第 55号  

石
積
み
を 

 

直
し
棚
田
の 

待
て

 

春

り

豊
明
市 

河
合 
 満

石
積
み
の 

イ
ン
カ
遺
跡
の 

々
畠 

段

真
似
し
や
祖
の 

拓
き
し
棚
田 

四
谷 

小
山
志
ず
子 

 

開催日程
第１日目 10月 16日(木) 

10:00～10:50 全国棚田(千枚田)連絡協議会理事会 
11:00～12:00 全国棚田(千枚田)連絡協議会総会 
13:00～15:00 基調講演 
16:00～18:00 大中尾棚田見学会(長崎市)  

第 2日目 10月 17日(金) 
10:00～12:00 千々石の棚田見学会(雲仙市) 
14:00～17:00 分科会(5分科会)・首長会議 
18:00～20:30 全体交流会 

第 3日目 10月 18日(土) 
 9:30～10:40 分科会発表 
10:50～11:20 共同宣言 

次期開催地挨拶・閉会式 
午後～   市内視察(エキスカーション) 



「
高
齢
化
す
る
村
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
０
７
」
の
ご
報
告 

十
月
十
日
、
製
薬
会
社
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
社
員
三
千
人
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
、
全
国
の
棚
田
等
五
十
ヶ
所
で
支
援
活

動
を
行
い
ま
し
た
。(
た
よ
り
五
十
号
掲
載)   

 

こ
の
た
び
、
全
国
で
の
活
動
の
様
子
を

ご
覧
下
さ
い
と
社
内
報 

C
-
d
ay

特
別
号

が
届
き
ま
し
た
。 

 

回
覧
し
ま
す
か
ら
、
全
国
の
棚
田
風
景

や
活
動
状
況
を
お
楽
し
み
下

い
。 

さ

横
浜
ゴ
ム
新
入
社
員
研
修 

 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
、
新
規
採
用
社
員

三
十
八
名
の
研
修
が
昨
年
に
続
き
今
年

も
四
月
四
日(

金)

、
四
谷
の
千
枚
田
で
行

わ
れ
ま
す
。
当
日
は
棚
田
の
保
全
活
動
や

概
要
な
ど
を
小
山
舜
二(

県
ふ
る
さ
と
指

導
員)

の
案
内
で
景
観
道
を
散
策
、
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
周
辺
の
景
観
整
備
等
の
研

修
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
、
景
観
整
備
活
動
を
通
し
、
全

国
か
ら
新
城
市
の
企
業
へ
就
職
し
た
若

者
達
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
楽
し
い
交
流

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す

 。

 

当
日(

十
一
時
〜
十
五
時)

、
参
加
で
き
る

方
は(

舜)

ま
で
連
絡
を

願
い
し
ま
す
。 

お

研
修
会
参
加
報
告 

ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
全

国
研
修
会 [

既
報]

に
設
楽
町
名
倉
地
区

営
農
推
進
協
議
会
か
ら
参
加
し
、
新
た
に

「
県
ふ
る
さ
と
指
導
員
」
に
任
命
さ
れ
た

二
名
の
研
修
報
告
会
が
二
十
四
日
に
四

谷
の
千
枚
田
で
行
わ
れ
ま
す
。 

当
日
は
、
推
進
協
議
会
の
会
員
十
名
と

と
も
に
千
枚
田
へ
訪
れ
、
同
指
導
員
の
小

山
舜
二
が
「
四
谷
の
千
枚
田
を
核
に
し
た

村
づ
く
り
事
例
」
を
現
地
を
通
し
て
説
明

し
ま
す
。 

イイイ

ホホホ
メメメ
ーーー
シシシ
ョョョ
ンンン   

ンンン
① 

恵
那
坂
折
棚
田
ビ

ト
ー
プ 

オ

全
国
審
査
で
銀
賞 

 

愛
知
万
博
「
昔
の
脱
穀
」
や
「
サ
ミ
ッ

ト
」
で
お
世
話
に
な
り
、
お
馴
染
み
の
岐

阜
県
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
の
相
田
明

准
教
授
は
、
上
級
マ
イ
ス
タ
ー
科
の
学
生

と
実
践
し
て
い
る
「
恵
那
坂
折
棚
田
ビ
オ

ト
ー
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
「
全
国
学

校
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０

７
」(
日
本
生
態
系
協
会
主
催)

で
銀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

 

九
月
九
日
、
棚
田
学
会
・
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
の
中
島
先
生
、
木
戸
さ
ん
、

相
田
先
生
達
と
一
緒
に
「
四
谷
の
千
枚

田
」
を
訪
れ
、
駆
け
つ
け
た
保
存
会
の
連

中
と
棚
田
米
の
「
お
に
ぎ
り
」
を
囲
み
、

四
個
も
五
個 

(

女
子
学
生)

も
食
べ
、
あ

げ
く
に
お
み
や
げ
に
持
っ
て
帰
っ
た
元

気
な
学
生
達
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
わ
け

で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

し
た
。 

ま

② 

四
谷
千
枚
田
版
画
に 

 

新
城
市
連
谷
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
、

近
く
の
四
谷
千
枚
田(

棚
田)

を
題
材
に

木
版
画
を
作
っ
た
。
同
小
は
棚
田
で
年
間

を
通
じ
て
稲
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
木

版
画
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
林
亨
・
菅
守
小

学
校
長(

五
五)

が
四
年
前
か
ら
講
師
を

努
め
。
一
月
か
ら
四
回
に
わ
た
り
連
谷
小

を
訪
問
。
最
終
日
に
は
全
校
児
童
十
人
の

う
ち
三
年
生
以
上
の
八
人
は
紙
版
画
を 

                

仕
上
げ
た
。
田
越
し
や
田
植
え
、
か
か
し

作
り
、
稲
刈
り
、
餅
つ
き
な
ど
を
題
材
に

下
絵
を
描
き
、
板
に
描
き
写
し
て
彫
刻
刀

で
彫
り
進
め
、
こ
の
日
の
色
つ
け
に
挑
ん 

        

だ
。
ロ
ー
ラ
ー
に
付
け
た
黒
イ
ン
ク
を
板

に
均
一
に
伸
ば
し
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
紙
を 小山琢磨君 「一番大変だった草取り」 

  
 
 

山

千
枚
田
保
存
会 

鞍
掛

麓

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 
大橋萌生「友達といっ 
しょにかかし立て」 
押
し
つ
け
て
絵
が
完
成
す
る
と
、
児
童
ら

は
出
来
栄
え
を
互
い
に
見
比
べ
な
が
ら

笑
顔
を
見
せ
た
。 

 
 
(

阿
部
雅
之)

 

[

中
日
新
聞] 

二
月
十
八
日 

③ 

三
月
九
日
発
行
、
「
週
刊
鳳
来
民
報
」

に
よ
る
と
「
十
七
日
の
新
年
度
予
算
特
別

委
員
会
へ
向
け
て
事
前
通
告
し
た
中
身
」

と
題
し
て
▼
農
業
振
興
費
①
地
域
力
が

活
か
さ
れ
た
四
谷
の
千
枚
田
は
、
周
辺
下

流
域
ま
で
環
境
保
全
対
策
に
貢
献
、
サ
ミ

ッ
ト
前
か
ら
今
日
ま
で
四
年
以
上
に
わ

た
り
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
を
発
行
、

情
報
を
全
国
に
発
信
し
続
け
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
「
先
進
的
営
農
活
動
地
」
と
し

て
市
内
の
地
域
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と

結
び
つ
け
る
た
め
の
新
年
度
対
策
は･

･･ 

と
、
述
べ
て

る
。 

い

げ
な
げ
な
噺 

 

ほ
い
、
千
枚
田
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
ヤ
マ

ア
カ
ガ
エ
ル
が
卵
を
産
ん
だ
の
ぉ
知
っ

と
る
か
ん･

･

ふ
ん
、
平
成
十
五
年
か
ら
大

林
の
合
戸
か
ら
毎
年
、
卵
を
持
っ
て
き
て

入
れ
と
っ
た
が
、
今
年
の
二
月
二
十
七
日

に
初
め
て
卵
を
産
ん
で
く
れ
て
の
ん･

･
･

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
や
ぁ
〜
二
月
の
始

め
の
雨
の
日
に
卵
を
産
む
っ
ち
ゅ
う
げ

な
が
、
ふ
ん
と
だ
っ
た
だ
の
ん
。
… 

ア
カ
ガ
エ
ル
は
焼
い
て
食
う
と
た
ま
ら

ん
美
味
い
だ
で
、
増
え
る
と
い
い
が

 

行 
 

平
成
二
十
年
三
月
十
五
日 の

ん


